
























































































































































































































































































































































な。1+1=2 だけではなく，1+1=2 でも，3 でもなれる教育・教室がしたい。考
えは無限大じゃない。チャイーが言ってた，学習者から引き出せる教育，それは





















































































































LOVE & HEART — walk this way
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■ 4.　終わりに ― 友へ
　テルミとチャイーと姫は同じ年齢で，始めて早稲田で知り合い，いつもお互いを励
まし合う仲良しだ。
　3人とも違う国籍で，違う環境で日本語を勉強し，教師としての経験もしてきた。
また日本語教育においても違う問題意識を持っていて，当然のように研究も違う。
　しかし，何故か「違う」ということばを連発していても，少しも彼女たちと距離感
は感じない。なぜならば，私たちは親友であり，これから世界に発信できる日本語教
育を研究し，共に学んでいくからだ。もちろん，お互いにかけがえの存在として。
　今回，私が 3者対話を望んだ理由は，初めて 3人でお互いの日本語教育に関して
話せることが出来るからだった。
　仲良しとはいえ，お互い忙しい日々で，せっかく会えても，日常の話しかできなかっ
た。また日本語の教育に関して，右も左もよく分からない私が安心して，何でも話せ
て信頼できると思ったのは親友であるチャイーとテルミであった。
　私の大学院の受験の日，朝から電話をして「緊張しないで頑張ってね」と，試験後
は「どうだったの，今日は家帰ってゆっくり休みしてね」と励ましてくれたテルミ。
筆記試験の準備で忙しかったある日，すべての過去問題の解説と予想問題までまとめ
たノートをうれしそうに渡してくれたチャイー。チャイーとはよく夜遅くまで，図書
館で勉強をしてたのね。二人の烈々な声援に答えてこれからもお世話になりながら，
学びながら研究を頑張っていきたい。
　早稲田に入ってよかった。
　その理由は，私が愛という信念と心と心が通じる日本語教育を実らせる研究が出来
るところはここしかないから。また，星の数のようにたくさんの人々の中で，こんな
に心から幸せだと感じさせてくれるテルミとチャイーという友達に出会えたから。
　二人がいてくれて本当によかった。
　ありがとう。
